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「Velkommen
ベ ル コ メ ン

」は、デンマーク語で「ようこそ」の意味です。

2002年ワールドカップサッカー大会に出場するデンマーク代表チームが、5月20日

から27日までの8日間、和歌山で本番直前のキャンプを行います。

和歌山をキャンプ地に決めた理由を「和歌山は自然も人もすばらしい。ここなら、まる

で家族といるようにリラックスしてすごせると思った」と語ってくれたデンマークチーム。

この期待に応えるべく、県民みんなで温かな気持ちで迎え、交流し、応援することができ

れば、きっとお互いに素晴らしい思い出となり、将来の交流につながっていくことでしょう。

万全の受け入れ態勢をめざして
県では、県教育委員会や県サッカー協会をはじめ関係機関・団体、関連企業等からなる「キャンプ実

行委員会」を組織しました。また、キャンプの運営を手伝ってもらうボランティアを募集したところ

200人以上の方々から応募をいただき、まさに県民挙げての受け入れ準備を進めています。

問い合わせ　和歌山県キャンプ実行委員会 t073(402)2330

キャンプ中の催し (県営紀三井寺公園競技場）

公開練習（見学無料）
5月21日(火)～25日(土)（予定）
テストマッチ
日　時：5月26日(日) 16時キックオフ　
対戦国：チュニジア（予選は日本と同じＨグループ）
※会場での観戦は有料です。

デンマークチームのW杯試合日程
すべて韓国での試合となります。
6月1日＝ウルグアイ戦／6日＝セネガル戦／11日＝フランス戦

デンマークオールドボーイズチームによるサッカー教室

☆予選を突破して決勝トーナメントに進めば、
6月12日から再び和歌山でキャンプを行う

予定です。みんなで応援しよう！

古紙配合率80％再生紙を使用しています。



市
町
村
合
併

平
成
17
年
３
月
の
合
併
特
例
法

の
法
期
限
ま
で
の
残
さ
れ
た
期
間

を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
昨
年
12
月
末

に
、
合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定

し
た
３
地
域
の
う
ち
、
田
辺
地
域

で
は
、
新
年
度
早
々
に
も
任
意
の

合
併
協
議
会
の
設
置
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
他
地
域

で
も
、
早
期
に
協
議
会
が
設
置
さ

れ
合
併
に
向
け
た
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
く
よ
う
に
、
支
援
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

福
祉
分
野
に
お
け
る
雇
用
確
保

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

平
成
13
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成

14
年
度
当
初
予
算
計
上
分
を
併
せ

て
183
床
を
整
備
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
現
在
約
９，

０
０
０
人
の

方
が
従
事
、
障
害
福
祉
施
設
で
は

約
１，

７
０
０
人
の
方
が
従
事
さ

れ
、
平
成
14
年
度
計
画
の
知
的
障

害
者
更
生
施
設
等
の
施
設
整
備
で

も
約
90
人
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
も
雇
用
対
策
も

含
め
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太
の
今
後
の

取
り
組
み

社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化

の
中
で
、
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
事
業
手
法

の
転
換
を
し
て
い
く
。
リ
ー
ス
方

式
の
導
入
や
分
割
販
売
等
企
業
か

ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
条
件
整

備
を
初
め
、
企
業
が
進
出
し
や
す

い
状
況
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。
長
期
に
わ
た
る
整
備
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
金
利
コ
ス

ト
等
土
地
保
有
コ
ス
ト
の
低
減
方

策
等
、
将
来
に
わ
た
る
諸
課
題
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

農
業
経
営
の
理
念
と
そ
の
構
築

の
た
め
の
協
力
社
会
の
実
現

農
業
は
和
歌
山
県
の
基
幹
的
な

産
業
で
あ
り
、
農
林
水
産
業
を
大

事
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
発
展
は

見
込
め
な
い
。
本
県
は
近
畿
圏
の

中
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
優
位

性
も
生
か
し
て
、
今
あ
る
製
品
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
都
会
の

人
に
あ
う
よ
う
な
形
で
の
売
り
方

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
和

歌
山
わ
い
わ
い
市
場
も
、
昨
年
末

か
ら
売
り
上
げ
が
伸
び
て
き
て
お

り
、
県
の
農
林
水
産
業
に
携
わ
っ

て
い
る
人
が
み
ん
な
何
ら
か
の
形

で
参
画
し
て
い
け
る
よ
う
な
も
の

を
進
め
て
い
き
た
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
患

現
在
、
国
に
お
い
て
、
10
の
疾

患
が
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
さ

れ
て
お
り
、
疾
患
ご
と
に
入
院
・

通
院
と
い
っ
た
適
用
範
囲
や
、
対

象
年
齢
を
18
歳
未
満
に
限
定
し
た

疾
患
、
ま
た
、
20
歳
未
満
ま
で
延

長
で
き
る
疾
患
が
あ
る
な
ど
異
な

る
状
況
で
あ
る
。
県
と
し
て
も
、

国
に
対
し
、
疾
患
ご
と
の
違
い
を

な
く
す
よ
う
要
望
を
続
け
て
い
く

と
共
に
、
県
単
独
事
業
と
し
て
対

象
年
齢
を
全
疾
患
で
、
20
歳
未
満

ま
で
延
長
す
る
な
ど
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
金
管
理
の
現
状
と
ペ
イ
オ
フ

解
禁
へ
の
対
応

公
金
に
つ
い
て
は
、
主
に
歳
計

現
金
と
基
金
が
あ
る
。
歳
計
現
金

は
一
日
平
均
で
約
360
億
円
の
残
高

が
あ
る
が
、
そ
の
性
格
上
指
定
金

融
機
関
を
中
心
に
普
通
預
金
や
定

期
預
金
な
ど
で
運
用
し
て
い
る
。

基
金
に
つ
い
て
は
現
在
約
900
億
円

あ
る
が
、
県
内
に
本
支
店
の
あ
る

金
融
機
関
で
定
期
預
金
を
中
心
に

運
用
し
て
い
る
。
今
後
も
基
本
的

に
は
同
様
の
運
用
を
行
っ
て
い
く

が
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
、
金

融
機
関
の
経
営
状
況
の
確
認
を
十

分
に
行
う
こ
と
や
県
債
と
の
相
殺
、

元
本
が
保
証
さ
れ
て
い
る
国
債
、

地
方
債
な
ど
の
債
券
運
用
も
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

J
R
和
歌
山
線
の
減
便
対
策

和
歌
山
線
は
大
変
重
要
な
公
共

交
通
機
関
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
県
と
し
て
は
、
沿
線
住
民
に

よ
る
日
常
的
利
用
の
促
進
や
、
地

域
外
か
ら
の
観
光
な
ど
に
よ
る
利

用
の
増
大
を
目
指
し
て
、
今
後
と

も
関
係
市
町
と
協
力
し
、
一
層
積

極
的
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
J

R
西
日
本
和
歌
山
支
社
と
定
期
的

に
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
設

置
し
た
「
J
R
関
連
懇
話
会
」
に

お
い
て
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

協
議
を
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
住
民
の

情
報
提
供
と
そ
の
対
応

住
民
か
ら
の
通
報
や
相
談
に
よ

り
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

事
件
化
に
向
け
た
貴
重
な
捜
査
資

料
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
現
に
、

昨
年
検
挙
し
た
事
件
の
大
半
も
、

住
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
関
係
機

関
か
ら
の
通
報
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
所
要
の
内
定
捜

査
を
尽
く
し
て
も
事
件
化
に
至
ら

な
い
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
場
合
で
あ
っ
て
も
関
係
行
政
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
事
犯
の
未
然
防
止
や
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
く
。

紀
の
国
先
人
顕
彰
事
業

今
年
度
、
様
々
な
分
野
で
ご
活

躍
の
有
識
者
の
方
に
よ
る
紀
の
国

先
人
顕
彰
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

先
人
た
ち
106
名
を
選
考
し
て
い
た

だ
い
た
。
来
年
度
か
ら
２
年
間
に

わ
た
り
、
先
人
た
ち
に
関
す
る
資

料
を
収
集
、
整
理
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
併
せ
て
、
多
く
の
県
民
、

と
り
わ
け
今
世
紀
を
担
う
子
供
た

ち
に
、
ふ
る
さ
と
和
歌
山
へ
の
誇

り
や
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
そ
の
展
示
方
法
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

広
域
ご
み
処
理
計
画

広
域
ご
み
処
理
計
画
へ
の
住
民

参
加
と
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
海

南
・
海
草
・
那
賀
ブ
ロ
ッ
ク
の
場

合
、
ま
ず
用
地
が
選
定
さ
れ
た
後

に
、
焼
却
す
る
ご
み
の
量
、
減
量

化
目
標
、
分
別
の
種
類
、
適
正
な

施
設
規
模
な
ど
に
関
す
る
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
際
に
、
住
民
を
初
め
各
界
の

意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
形
で
議

論
を
行
い
、
そ
の
情
報
を
公
開
す

る
よ
う
関
係
市
町
村
を
指
導
し
て

ま
い
り
た
い
。

本
県
の
観
光
戦
略

平
成
16
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

高
野
・
熊
野
の
世
界
遺
産
登
録
を

本
県
観
光
の
新
た
な
発
展
へ
の
転

機
と
と
ら
え
、
豊
か
な
歴
史
・
文

化
・
自
然
な
ど
を
活
用
し
た
体
験

型
観
光
を
新
た
な
観
光
素
材
と
し

て
確
立
す
る
と
と
も
に
、
高
野
・

熊
野
を
テ
ー
マ
と
し
た
情
報
発
信

の
強
化
に
よ
る
集
客
力
の
向
上
を

柱
と
し
な
が
ら
、
首
都
圏
を
中
心

と
し
た
大
都
市
圏
で
の
認
知
度
の

向
上
や
地
域
を
主
体
と
し
た
広
域

連
携
に
よ
る
商
品
力
の
強
化
、
国

際
観
光
の
振
興
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
推
進
な
ど
に
よ
る
観
光
客
の
受

入
態
勢
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

く
。

津
波
避
難
訓
練

津
波
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ハ

ー
ド
対
策
で
防
ぐ
に
は
限
界
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

津
波
避
難
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
自
主
防
災
組
織
を
対
象

と
し
た
図
上
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。
津
波
に
対
し
て
は
、
住
民

自
ら
が
で
き
る
だ
け
早
く
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、
14
年
度
か
ら
新

た
に
、
市
町
村
と
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
津
波
の
避
難
訓
練
を
行
い
、

こ
の
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
ソ
フ

ト
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

青
少
年
事
件
の
取
り
組
み

今
日
、
青
少
年
の
非
行
は
低
年

齢
化
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
凶

悪
化
・
粗
暴
化
し
て
お
り
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
学
校
で
は
、
問
題
行
動
を

未
然
に
防
止
す
る
指
導
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
命
の

大
切
さ
や
善
悪
の
判
断
な
ど
人
間

と
し
て
の
基
本
的
な
倫
理
観
を
し

っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、

道
徳
の
時
間
や
豊
か
な
体
験
活
動

を
通
し
て
、
心
の
教
育
の
一
層
の

充
実
に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

地
下
水
の
取
水
権
は
現
行
制
度

で
規
制
で
き
る
か

現
行
法
制
度
で
は
、
地
下
水
利

用
権
限
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

地
下
水
は
、
地
下
を
広
い
範
囲
で

流
動
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
常

識
的
に
は
、
個
人
が
所
有
権
を
盾

に
無
尽
蔵
に
採
取
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
ま
た
、
地

下
水
や
わ
き
水
は
、
水
道
水
源
等

と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
の
で
、

そ
の
維
持
保
全
に
は
、
万
全
の
意

を
配
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

治
安
の
悪
化
に
対
す
る
対
応

県
内
の
治
安
情
勢
は
、
極
め
て

厳
し
く
、
治
安
指
標
と
言
わ
れ
る

刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
4
年
連

続
し
て
2
万
件
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
警
察
学
校
に
お
け
る

専
門
教
養
の
実
施
や
充
実
等
に
よ

っ
て
、
警
察
職
員
の
実
務
能
力
の

向
上
を
図
る
一
方
、
業
務
の
合
理

化
な
ど
を
通
じ
て
組
織
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
捻
出
し
た
人

員
を
事
件
事
故
が
多
発
す
る
県
北

部
地
域
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
悪
化
す

る
治
安
に
歯
ど
め
を
か
け
る
べ
く

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
の
広

域
化
、
巧
妙
化
等
に
対
応
す
る
た

め
、
捜
査
活
動
を
支
援
す
る
装
備

資
機
材
の
整
備
・
拡
充
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。（
抜
す
い
）

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

＊
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
計
画

＊
財
政
運
営

＊
緑
の
雇
用
事
業
の
活
用

＊
産
業
廃
棄
物
の
処
理
計
画

＊
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

＊
福
祉
先
進
県
を
目
指
し
て

＊
障
害
者
に
温
か
い
行
政
の
手
を

＊
関
西
国
際
空
港
と
関
西
三
空
港

に
関
す
る
諸
問
題

＊
日
韓
共
同
開
催
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
か
か
わ
っ
て

＊
完
全
学
校
週
５
日
制
と
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
対
応

＊
新
年
度
予
算
編
成：

わ
か
や
ま

の
道
基
準
づ
く
り

＊
人
権
対
策
の
推
進

＊
県
民
の
飲
み
水
を
守
り
全
国
初

の
危
機
管
理
条
例
を

＊
武
道
振
興
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平成14年度県一般会計予算、平成13年度
県一般会計補正予算、議会の議員の報酬
の特例に関する条例などの案件を可決

県議会2月定例会は、2月22

日から3月20日までの27日間

にわたって開催されました。

平成14年度一般会計予算案

などが提出され、木村知事が、

「和歌山から日本を変えると

いう高い志を持って改革の県

政を進める」との決意を表明

し、「新しい地方のあり方を考え、地方の実情にあった本県独自の施策や

提言を和歌山モデルとして全国に発信していくことが重要」として、緑

の雇用事業、産業の活力アップ、新しい観光戦略、I T和歌山、開かれた

和歌山県の実現など、当初予算案の概要を説明しました。

そして、平成13年度補正予算を含む予算案件39議案、「県人権尊重の

社会づくり条例」、「県男女共同参画推進条例」、現下の本県財政状況に鑑

み、議会としても議員報酬を3パーセント削減する「議会の議員の報酬

の特例に関する条例」などの条例案件43議案、訴訟の提起や工事請負契

約などのその他の案件7議案、計89議案と知事専決処分報告１件が提案

され、いずれも原案どおり可決・承認されました。

また、9月定例会に引き続き、予算委員会において、当初予算及び予

算関連事項について、審査が行われました。

請願については１件が採択され、5件が継続審査となりました。

このほか、防衛庁を「省」に昇格することを求める意見書、捕鯨の早

期再開に関する意見書、医療制度改革に関する意見書、小児救急医療制

度の充実・強化を求める意見書、食品表示制度の改善・強化を求める意

見書の5件が可決され、関係機関に送付されました。

質疑及び一般質問には15人の議員が登壇し、県政各般にわたる諸問題

について活発な論議が展開されました。

主な質問と、これに対する知事や関係当局の答弁要旨は次のとおりで

す。（要約抜すい）

県議会だより 2 月定例会の概要�県議会だより 2 月定例会の概要�
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「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
？
は
じ
め
て
聞
く
な
あ
」
と
思
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
は
、
今
回
、
県
が
新
た
に
取
り
入
れ
た
行
政
運
営
の
方
法
で
す
。
す
で
に

ご
存
知
だ
っ
た
方
は
、
か
な
り
の
“県
政
通
”
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、“県
政
通
”
の
一
人
、
和
歌
山
ケ
ン
タ
ロ
ウ
博
士
に
「
新
生
わ
か
や
ま
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
」
の
中
身
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　どうして学区を撤廃するの？

Ａ　生徒の学校選択の幅を広げるとともに、さら
に個性豊かで多様な高校教育にしていくためで
す。これまでは、高校教育を普及し、教育を受
ける機会を均等にしようと学区を設定してきま
したが、平成13年度の県内の高校進学率は
97.4％となり、その目標は達成されています。

Ｑ　人気の高い高校へ志願者が集中しませんか？

Ａ　従来から、専門学科、総合学科、単位制高校
では学区を設けずに全県一区でした。その割合
は既に募集定員全体の53％にもなっていて、今
回から全ての学校が急に全県一区となるわけで
はないこと等から、一部の高校に極端に志願者
が集中することはないと考えています。また、

来年度（平成15年度）以降3年間で中学校を卒業
する生徒数が県全体で合計約1,500人減ると見込
まれていて、教室に余裕のある学校がでてくる
ことから、募集定員は弾力的に決定します。

Ｑ　高校間格差が大きくなるのでは？

Ａ　現在、県立高校では総合学科や単位制、学科
改編など特色ある学校づくりを進めています。
普通科においても部活動や体験活動などで特色
を出すだけでなく、選択科目を増やしたりコー
ス制を設けるなど、生徒の個性をのばそうと努
めています。生徒が自分にあった学校を選択で
きるよう、今後さらに高校教育の個性化、特色
づくりを進めていきます。

Ｑ　他府県からも自由に志願できるようになる

の？

Ａ　県立高校への志願については、これまでと同
様に和歌山県内に住所を有している人に限られ
ます。

Ｑ　各高校の情報はどうやって得られますか？

Ａ　全ての県立高校がホームページを開設し、学
校・学科の様子や特色ある取組を紹介するとと
もに、中学生の体験入学を実施するなど様々な
方法で情報を提供します。また、中学校での進
路指導をさらに充実させていきます。

県立高等学校の学区撤廃について
県立高校普通科の通学区域を9つの学区に分割していましたが、平成15年度の入学者

選抜から学区を撤廃します。

問い合わせ　

県教育委員会教育企画課　t073（441）3651

指標 　　　　　現状  　　　  目標値�
 H11 H12 目標値 年度�
基本健康診査受診率 28.4％ 29.9％ 50.0％ H16�
 ［40.4］ ［41.2］�
 （43） （42）�

役割分担�
�
県　　　　　　★★�
県以外の行政　★★★�
県民等　　　　★★�

【例】�

目標�

現状�

県
民
県
民�
県�県�

市
町
村
等

市
町
村
等�
市
町
村
等�

県
民�

　現　状�
ここ最近の状況が数値でわかります。全国平均や
全国順位がわかるものは、それも記載しました。
（［　］内は全国平均、（　）内は全国順位）�

　目標値�
原則として3～5年先の目標値を設定しています。常に成
果を検証しながら、より良い事業手法を検討するために
は、比較的短い期間での目標設定が適当と考えました。�

　役割分担�
目標達成のためには県だけではなく、国・市町村など県以外の行政や、
企業・ＮＰＯ・ボランティア・県民一人ひとりが、互いに役割を分担し
協力することが必要です。試みとして、役割分担の目安を★印の数で表
しました。★印が多いほど関わりが深いことを示しています。�

地域保健・老人保健事業
報告（厚生労働省調べ）�

『
新
生
わ
か
や
ま
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
』
を
一
つ
の

契
機
と
し
て
、
県
と
県

民
の
み
な
さ
ん
が
、
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
そ

の
目
標
の
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
和
歌
山
県
を
築
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
庁
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
室

t
0
7
3
（
4
4
1
）
2
7
0
0

「
新
生
わ
か
や
ま
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

新
生
わ
か
や
ま
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

〜
数
字
で
示
す
政
策
目
標
〜

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
っ
て
、
も
と
も
と
ど
ん

な
意
味
な
ん
？

博
士
　
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
、
英
語
で
「
水

準
、
基
準
」
と
い
う
意
味
な
ん
じ
ゃ
。
目

標
達
成
の
た
め
に
業
務
を
改
善
し
て
い
く

と
い
う
企
業
経
営
の
や
り
方
を
、
最
近
、

地
方
自
治
体
の
中
に
も
取
り
入
れ
る
と
こ

ろ
が
で
て
き
て
る
ん
じ
ゃ
よ
。

目
標
と
か
指
標
は
だ
れ
が
決
め
た
ん
？

博
士
　
有
識
者
と
県
民
の
代
表
に
よ
る
検

討
会
を
つ
く
っ
て
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た

ん
じ
ゃ
。
そ
の
あ
と
、
案
が
で
き
た
段
階

で
県
民
の
み
ん
な
か
ら
広
く
意
見
を
募
集

し
て
、
そ
れ
も
し
っ
か
り
踏
ま
え
た
上
で

目
標
な
ど
を
決
め
た
ん
じ
ゃ
よ
。

ど
ん
な
内
容
に
ま
と
め
ら
れ
て
ん
の
？

博
士
　
ま
ず
、
県
政
の
め
ざ
す
基
本
方
向

を
４
つ
の
分
野
・
18
の
施
策
に
分
け
る
。

そ
の
う
え
で
、
成
果
を
数
字
で
表
せ
る
も

の
を
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
全
部
で

87
の
指
標
を
載
せ
た
ん
じ
ゃ
。
た
と
え
ば
、

「
安
心
し
て
暮
ら
す
」
と
い
う
基
本
方
向

の
中
の
、「
健
や
か
に
生
き
る
」
と
い
う

施
策
に
は
、「
基
本
健
康
診
査
受
診
率
」

や
「
喫
煙
率
」
と
い
っ
た
指
標
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
値
が
書
か
れ
て
る
ん
じ

ゃ
よ
。

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
っ
て
、
な
に
に
役
立
つ

ん
や
ろ
？

博
士
　
具
体
的
な
数
字
で
目
標
を
表
し
た

こ
と
で
、
毎
年
、
目
標
達
成
の
度
合
い
を

確
か
め
ら
れ
る
し
（
＝
成
果
重
視
の
行
政

や
ね
）、
そ
の
と
き
あ
ま
り
成
果
が
あ
が

っ
て
な
か
っ
た
ら
事
務
の
進
め
方
を
見
直

す
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
（
＝
効
率
的
な
行

政
や
ね
）。

私
た
ち
県
民
は
ど
う
関
わ
る
ん
や
ろ
？

博
士
　
毎
年
、
事
業
の
実
績
を
ま
と
め
て

公
表
す
る
こ
と
で
県
民
み
ん
な
に
実
態
を

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化

に
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と

な
ん
じ
ゃ
（
＝
説
明
責
任
と
県
政
参
画
や

ね
）。
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県子育て環境づくり推進協議会委員募集�

わかやま 子育てスタイル�
～子育ては素晴らしい～�

低年齢児の受け入れが不足している地域では、必要に応じて保育所の特別保育
や幼稚園の預かり保育を進めるなど、さらに整備、拡充していく必要がありま
す。また、親の病気や仕事等で養育できない場合のために、乳児院での子育て
サポートルームや児童養護施設等での一時預かり、会員間で相互援助を行うフ
ァミリー・サポート・センターの設置も進めていきます。�

子どもの数が少ない地域では保育所や幼稚園、小学校等で運営コストが高くなってい
ますが、地域の方々と話し合いながら、サービスの水準を下げないように効率の良い運
営をしていかなければなりません。また、親子が集まる場やボランティアやサークル活
動などを応援することで、地域全体で子育てを支援する環境づくりを進めます。�

例えば休日や報酬を決めるといった家族経営協定を結ぶなど、男女ともに仕事と
子育て両方の活動を共同して行える環境づくりを進めていきます。�

企業等において、出産後職場に復帰しやすいなど子育てに理解のある雰囲気づくりや、看
護休暇・短時間勤務など子育て家庭に配慮した制度の設置と利用を進めていきます。�

●子育てサポートネットワーク�
県が開催した研修を受講した小児科医、看護師、保育士などの専門職等が、知識・経験を

生かして子育て支援活動を行います。県内各地で交流会や講演会などを開催し、子育て中

の親が多く参加しています。�

●子育てサークル�

問い合わせ　県庁子育て推進課 t073（441）2497

県全体で子育てを支援する環境づくりを進めて

いきます。�

対象　子育て支援に関わる団体に所属している

県内在住の20歳以上の方�

定員　6人�

申込　今までの活動内容及び応募動機について

の作文（800字以内）を、6月17日までに県

庁子育て推進課�

●乳幼児医療費助成�
従来から3歳未満児の医療費助成を行っていますが、今年の8月から、入院の場合の

助成対象年齢を就学前まで拡大します。�

●みんなで子育て�
地域子育てサポート広場　　親子が集まって意見交換や相談などを気軽にできる場を

市町村がつくり、県が助成します。企画・運営は地域ボランティアが行います。�

ふれあいの場活動　　保育所、放課後児童クラブに中学生・高校生がボランティアと

して参加、活動することを促進します。また、その成果を情報発信し、各地域への浸

透と活動拡大を図ります。�

県内全域の子育て情報を発信するホー

ムページ。子育て関連施設や、子ども

連れのお出かけスポットなど、幅広い

分野での情報が満載です。�

http://wave.wakayama.go.jp/kosodate/

県内各地で多くの子育てサークルが結成されていて、

県でも支援していきます。�

Kids'n' Babies（すさみ町）�
「引っ越してきて知り合いがおらず孤立感を感じてい
たけれど、ここで友だちがたくさんできました。親子
で楽しんでいます。」「用事がある時はお互いに子ど
もを預かったりするので助かります」�

わかやま 子育てスタイル�
～子育ては素晴らしい～�

わかやま 子育てスタイル�
～子育ては素晴らしい～�

代表　神谷和代さん（写真中央右）「子育て
のスタイルは人それぞれ。自分たちにあっ
た形で良いんです。子育てに悩んだり迷っ
たら、私たち専門職を頼ってください。」�

地域で子育て�県が進める事業例�

地方型モデル�都市型モデル�

保
育
サ
ー
ビ
ス�

労
働
環
境
整
備�

ずっと仕事を続けたい。でも、遅くなった時や
忙しい時、子どもを預かってくれる所がないと
困る。�

育児休業制度や看護休暇制度など、制度が必要
なのはもちろんだけど、男女ともに制度を活用
できる雰囲気づくりが必要だね。�

地域には子育てしている家庭が少ない。保育所
や小学校でも子どもの数が少ないから、子ども
同士が集団で遊ぶ機会も少ないし・・・。�

私の家は家族経営（農林水産業）で、子育てと�
仕事がきっちり別れていません。�

　「子育ては負担だと思っていたけど結構楽しい！」「確かに
子どもの数は少ないけれど、私たちの地域は元気だよ」そんな
和歌山県をめざして、「わかやま 子育てスタイル－県少子化対
策推進指針－」ができました。実際に県内では出生数が減り続
けていますが、一口に少子化に対応するといっても、県内には
人口が集中していて未婚率が高い地域（＝都市型地域）や、小
規模の農山漁村などのように人口が流出して若い世代が少ない
地域（＝地方型地域）など、色々なパターンがあります。そこで、
「指針」では県内各地域の実状を分析して各地域に適した少子
化対策を設定し、各地域で子育てを応援していく方法などをま
とめています。今回はその一部を紹介します。�

●紀州っ子２１�
　こそだてインフォメーション�

　近年、核家族化や近所づきあいの薄い新興住宅地の増加などのために、
地域全体で子育てを助け合うことが少なくなったと言われています。県では
皆さんとともに、子育てを負担に思うことなく安心して育てていける環境
づくりを進めていきます。�
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最近多くみられる悪質商法

電話で「パソコンの簡単な能力テストに合格すれ

ば仕事を紹介する」と言われ、そのための教材ソ

フトを購入した。しかし、その後、能力テストを

何度も受けたが合格できなかったため、まったく

収入につながらないまま教材費用を支払っている。

アドバイス
電話やダイレクトメール、折込広告等で「手軽にでき

る仕事で高収入」などと勧誘されます。条件の良すぎ

る内職は、何かウラがあると考えた方がいいでしょう。

事例の場合は、仕事の紹介というよりパソコンや教材

の販売が目的と思われます。チラシ配り内職、あて名

書き内職なども収入に結びつかない場合が多く、要注

意です。

内職商法

他府県業者の広告を見て400万円の融資を電話で申

し込んだところ、「うちの紹介する消費者金融で20

万円を借り、3カ月間きちんと返済できるのを確認

してから希望額を融資する」と言われたので、20

万円を借り、そのうち10万円を紹介料として業者

に支払った。3カ月がたち業者に連絡をとろうとし

たが、既に電話は通じなくなっていた。

アドバイス
複数の消費者ローンなどで支払いに困っている人の弱

みにつけ込んで、さらに金融業者を紹介する紹介屋や、

借金整理のための弁護士を紹介する借金整理屋等の仲

介により、負債がさらに増加する場合があるので十分

な注意が必要です。

突然、国際電話会社から心当たりのない請求書が届

き、外国へ30分間電話をかけたことになっていた。

家族に聞いたが誰も知らないと言う。

アドバイス
インターネットを利用中、画面を進めるうちに接続先が

変えられてしまい、国際電話やダイヤルＱ2につながっ

てしまうことがあるので、利用のたびに接続先を確認す

ることが大事です。あらかじめ国際電話やダイヤルＱ2

につながら

なくする方

法もありま

す。

19歳の息子が出会い系サイトを利用したとして、8千円の利

用料金に事務手数料や調査費が加算され、11万円もの法外

な請求を受けている。業者は息子が利用した日まで明らか

にしてきているし、支払わなければ裁判を起こすと言って

いる。

アドバイス
携帯電話の出会い系サイトを利用して、料金を支払わずに放って

おくと、後日高額な請求書が送られてくることがあります。利用

料金と法定利率での延滞金は支払わなければなりませんが、法外

な延滞金や調査費

などは応じる必要

はありません。

屋根の無料点検と言って写真やビデオでひび割れた箇所

を見せられ、心配になったのですぐに117万円の修理工事

を契約した。工事の後、雨漏りするようになり、何度か

手直しに来たがいっこうになおらない。10年間保証にも

かかわらず、最近は電話をしても相手にされない。

アドバイス
屋根の無料点検や家の耐震診断を装って、「今修理すれば20年

は大丈夫」などと言って契約の即決をせまってきます。このよ

うに、不安をあおり契約を急がせる業者には注意が必要です。 「クーリング・オフ」を
知っておこう！

消費者から一方的に通知することで無条件解約ができる制度です。

クーリング・オフの条件

5年前、ある業者から電話勧誘で資格を取るための

教材を購入したことがあった。今になって、その関

連業者を名乗る者から「継続して受講するか、退会

料を支払わなければならない」と言われ、新たな教

材を購入してしまった。

アドバイス
以前、資格講座を受講した人に「合格するまで続けなけ

ればならない」などと言って勧誘してきます。断っても

「登録抹消の手数料が必要」などと、しつこく勧誘する

ことが多いよう

ですが、前の契

約は終了してい

ますから何の義

務も関連もあり

ません。

国際電話

点検商法

資格商法の二次被害

出会い系サイト

借金整理屋・紹介屋

消費者の強い味方 県消費生活センター
センターの業務概要
相談 契約のトラブルや商品・サービスについての苦情・
相談を受け、解決のお手伝いをします。
教育・啓発 消費生活の知識を身につけてもらうため、講
座の開催、講師の派遣、ビデオの貸出等を行います。
テスト(試験・分析) 添加物の量など商品に対する疑問を
解明したり、商品の性能を比較するためのテストを行います。

和歌山県消費生活センター　t073(433)1551
同センター紀南支所　　　　t0739(24)0999

消費者相談受付
平日　9:00～17:00（土・日曜、祝休日、年末年始はお休み）

　
平
成
１３
年
４
月
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ら
１４
年
３
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で
の
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間
に
、県
消
費
生
活
セ
ン
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ー
に
寄
せ
ら
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た
消
費
相
談
件
数
は
過
去
最
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の
５
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１
３
件
で
、前
年
度
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比
べ
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・
７
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の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。�

　
資
格
商
法
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ル
チ
商
法
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職
商
法
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検
商
法
な
ど
な
ど
、消
費
者
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報
不
足
や
人
の
よ
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つ
け
こ
む
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質
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こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、そ
の
手
口
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よ
く
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
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●法律に規定された特殊な販売
方法・内容であること
具体例　訪問販売、電話勧誘販売、
マルチ商法（利益が得られることを
もって一般消費者を販売員として
次々に勧誘し、組織をピラミッド式
に拡大していく商法）、内職・モニ
ター商法、エステ、語学教室、家庭
教師、学習塾など

●法律で指定された商品、サービス、
権利であること（ただし、マルチ
商法、内職・モニター商法には制
限なし）

●契約書を交付された日を含めて8
日以内（マルチ商法、内職商法は
20日以内）に書面で業者に通知
すること

・書面は、配達記録郵便や簡易書留
郵便、又は内容証明郵便で出しま
しょう
クーリング・オフができない場合
・現金取り引きでその総額が3,000
円未満の場合

・化粧品などの消耗品を開封したり
一部を使ってしまった場合

・乗用自動車の場合　　　　など
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県男女共生社会推進センター�

スタートアップ・オフィス入居者
起業家・ベンチャーを支援する
ための情報通信環境が整った低
料金の賃貸事務所
場和歌山リサーチラボ（海南市）
対創業しようとする人、創業
して3年未満の人、新分野へ進
出をはかる事業者
定 8室
申 5月13日～6月14日に県庁新
産業室
問申込先

犬のしつけ方教室
時講義＝5月27日、実技＝6月
10日（実技のみは不可）
場県動物愛護センター（野上町）
対県内在住で犬の制御ができ
る成人（家族同伴可）※受講犬
は登録及び狂犬病予防注射を受
けていること
定 20組（先着順）
申 5月13～27日に
会場t073（489）
6500
問申込先

喜の国いきいき健康長寿祭
【シルバー囲碁・将棋大会】
時囲碁＝6月20日
将棋＝6月21日

場田辺市生涯学習センター
対県内在住の60歳以上（昭和
18年4月1日以前生まれ）のア
マチュア
定各64人　抽
申ハガキに住所、氏名、性別、
生年月日、年齢、電話番号、参
加種目を記入し、5月24日まで
に県いきいき長寿社会センター
〒640－8319和歌山市手平2－
1－2和歌山ビッグ愛7Ｆ
問申込先t073（435）5214

県青年大会参加者
勤労青年のスポーツ・文化の祭典
時文化の部＝8月25日
体育の部＝9月8日

場海南市立総合体育館ほか
対県内在住の35歳未満の人
（平成14年4月1日現在）
費 1,000円
申 5月31日までに県青年団協議
会事務局t073（433）1264
（14～17時30分）
問申込先、県庁青少年課

初級スポーツ教室（有料）
時 7月6日～9月21日
場 県体力開発センター（和歌
山市）
申【幼児・児童】往復ハガキに
希望教室名、住所、氏名、年齢
（生年月日）、学年、保護者名、電
話番号を記入し、5月25日まで
に県体力開発センター〒640－
8392和歌山市中之島2252
※1人1教室につき1枚　抽
【成人】6月2日9時から会場で
受付（先着順）
問会場t073（431）7173

わかやま・ヒューマン・カレッジ
様々な角度から豊かで住みよ
いまちづくりについて考える
時 6月～平成15年2月の間に12回
場和歌山大学生涯学習教育研

究センター（和歌山市）
※一時保育あり
問県教育委員会生涯学習課

県花いっぱいコンクール
部門 学校の部、職場・地域の部、
家庭の部
対専門業者に管理委託してい
るものは除く。また、家庭の部
は敷地の外から鑑賞できること
申所定の申込書に写真、配置
図など資料を添付し、9月9日
までに県庁県民生活課
問申込先

紀の国ふるさとづくり賞
対県内でふるさとづくり活動
に取り組んでいる集団、企業、
市町村
申所定の応募用紙にレポート、
写真等の資料を添付し、6月17
日までに県庁県民生活課
問申込先

わくわくボランティア
ボランティア活動に関する基礎
的研修、福祉施設等での実地体
験など
時 8月6～9日（3泊4日）
場潮岬青少年の家（串本町）
対中学・高校生、盲・ろう・

養護学校の中学部・高等部生、
高等専門学校生
問県教育委員会生涯学習課

底びき網を体験しよう
和歌浦湾の海の底にすむ生きも
のを探ります
時 6月15日　9時～
場田野浦漁港（和歌山市）
対 18歳以上の人　12人　抽
費 1,500円
申往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号を記入し、6月
1日までに県立自然博物館
〒642－0001海南市船尾370－1
問 申込先t073（483）1777

子どもエコクラブ会員
友だちと一緒に環境について楽
しく学んだり自然観察をしてい
る小・中学生を募集します
問県庁環境生
活総務課

県立図書館児童室特別展示
テーマ「読書感想文－課題図書
の十年間」「読んで嬉しい、聞
いて楽しい“よみきかせ”絵本」
時平成15年3月30日まで
場県立図書館（和歌山市）
問会場t073（436）9500

宝くじ「森久美子コンサート」
時・場 7月13日＝橋本市民会
館、7月14日＝粉河ふるさとセ
ンター（粉河町）
費 2,000円（前売り）
前売り販売 5月7日から各会場
問（財）橋本市文化スポーツ振
興公社t0736（33）2317、粉
河ふるさとセンターt0736
（73）3312、県庁文化国際課

北欧デザイン展
北欧の家具を中心にデザインの
優れた製品を展示
時 5月14・15日　9～17時
場和歌山ビッグ愛（和歌山市）
問県デザインセンターt073
（483）4590

わかやま学びネット
インターネットで従来から提供
していた県学習情報提供システ
ムに、新たにキャリア開発学習
情報が加わりました。資格・採
用試験の情報、資格取得や技術
習得につながる講座の情報など、
就職や職場でのキャリアアップ
に役立ててください
http://wgs.wakayama-lib.go.jp
問 県立図書館（文化情報センター）
t073（436）9530

日本伝統工芸近畿展
陶芸、染織、金工、漆芸、木竹
工、人形ほか
時 5月24～28日
10～19時（最終日は17時）

場和歌山近鉄百貨店（和歌山市）
問県教育委員会文化財課

高齢者の住まい探しを応援
高齢者が入居可能な賃貸住宅情
報が、市町村窓口やホームペー
ジで閲覧することができます。
また、家賃の支払を保証する家
賃債務保証制度もあります（登
録住宅に限る）
http://www.koujuuzai.or.jp/
※高齢者が安心・円滑に入居で
きる賃貸住宅の登録を受付けて
います
問（財）県建築住宅防災センター
t073（431）9217、県庁住宅課

5月12日は看護の日
5月12～18日の看護週間に県内
8カ所で「1日まちの保健室」
（健康チェック、血圧測定、健
康相談など）を開催
問県看護協会t073（446）
0605、県庁医務課

自動車税のお知らせ
自動車税の納期限は5月31日
納税はお早めに近くの金融機関
等へ。車検時には納税証明書が
必要です。車検証とともに保管
してください。なお身体障害者
等の減免申請は5月24日までで
す
自動車税のグリーン化
今年度から自動車税のグリーン
化が実施され、一定要件のもと
に自動車税が軽課あるいは重課
されます
問各振興局県民行政部税務課

（海草振興局は税務部自動車
税・間税課）

商業統計調査
6月1日、商業統計調査が全国
一斉に行われます。卸売業、小
売業を営むすべての事業所が対
象になります
問各市町村統計担当課室、県
庁統計課

旧日本赤十字社救護看護婦等
に対する書状贈呈について
対外地での勤務経験があり、
加算年を含めた勤務期間が12
年未満の旧日本赤十字社救護看
護婦及び旧陸海軍従軍看護婦。
ただし日本国籍を有する本人に
限ります
請求期限 平成15年3月31日
問総務省大臣官房管理室
t03（5253）5182

募  集�

ごあんない�

断固たる　決意と熱意で
四島（しま）返還

自己表現トレーニング（無料）
時 5月18、25日、6月1、8日　13時30分～
場りぃぶる
定 30人（先着順）
申電話又はFAX、Eメールに住所、氏名、年
齢、電話番号、講座名を記入し、5月16日まで
にりぃぶる　※一時保育は事前申込必要

わかやま女性地域リーダー養成
時 7月～平成15年3月の間に9日（土曜日）
場湯浅町内
対海南市、有田市、御坊市、海草郡、有田
郡、日高郡に居住・通勤通学している20歳
以上の女性　20人（選考）
費無料
申「わたしと男女共生社会」をテーマにし
た作文（400字詰め原稿用紙4枚以内）と所
定の申込書を5月31日までにりぃぶる又は

各振興局県民行政部総務課
※一時保育あり

「県民の友」を掲載している和歌山県のインターネットホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�

県庁・県教育委員会への郵便は　〒640-8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて�

　　　　　　　　　　　電話は　t073（432）4111

時…期日・時間 場…場所・会場 定…定員　　�
対…対象・資格 費…費用 申…申込・応募方法　�
問…問い合わせ 抽…希望者多数の場合抽選�

申込先・問
県男女共生社会推進センターりぃぶる
〒640－8319和歌山市手平2－1－2
和歌山ビッグ愛9Ｆ
t073（435）5245、FAX073（435）5247
Ｅメール
e0315012@office.wakayama.go.jp

じょうぶな歯
健康づくりの第一歩

80才になっても20本の歯を
保つために、定期的な検診や正
しい歯磨きを心がけましょう

3歳児と親 火 20
体操 4～6歳の幼児 月 30

小1～6年生 月 30
レディース
アスレティック

体操 レディースシルバー 月
リズムダンス 金
レディースウェイト 月

水泳 レディーススイミング 月 50
メンズシルバー 木 25
メンズアスレティック 金 20
アスレティックナイト 火
アスレティック＆スイム 木
アクアエクササイズ 月 30
ナイトスイミング 土 50

対象 種別 教室名 曜日 定員

成
人
男
女

成
　
人
　
女
　
性

幼
児
・
児
童

月・火
木・金

各
30

成人
男性

各
30

体操

体操

水泳

6月4～10日は
歯の衛生週間

まて�
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今月号から新たに「人権連載」を始めます。

一人ひとりの人権が尊重され、みんなが生き生

きと暮らせる社会の実現に向け、家庭や地域、職

場などで共に考え、取り組んでいきましょう。

●男女の人権の尊重�

　この条例の最も基本的な理念です。誰もが個人としての尊厳が重んじら

れ、性別による差別的取扱いを受けず、それぞれが能力を発揮できる機会

が確保されるなど、男女のあらゆる人権が尊重されることを求めています。��

●社会における制度または慣行についての配慮�

　「男は仕事、女は家事育児」など性別による固定的な役割分担意識を反

映した社会制度や慣行が、男女の主体的で自由な活動の選択を制約する

ことがないように配慮することが必要です。��

●政策等の立案および決定への共同参画�

  住みよいふるさとを創るためには、政策やあらゆる分野の方針決定過程に

男女が対等なパートナーとして共同参画する必要があります。��

●家庭生活における活動と他の活動の両立�

  家庭生活も、仕事など家庭以外での活動も、それぞれ男女どちらにとって

も重要です。男女が共に家庭と仕事などの活動を両立できる環境づくりが

必要です。��

●リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）�

  男女がそれぞれの性について理解を深めることで、妊娠出産その他の性

と生殖に関して、男女互いの意思が尊重され、生涯にわたる健康と安全が

確保されることが必要です。��

●広域的連携と国際的協調�

　県の内外を問わず、他の地方公共団体と連携しながら、世界的な流れも

念頭に置いて男女共同参画の推進に取り組む必要があります。�

�

　県では、広く県民のみなさんからご意見をいただいてつくった�

「和歌山県男女共同参画推進条例」を４月１日から施行しました。�

　条例の構成とそこに書かれている基本理念をご紹介します。�

男女共同参画を�
進めよう�

男女共同参画を推進するための基本理念（第3条）�

人
権
連
載�

和歌山県男女共同参画推進条例�

前 文�基本的な考え方、条例制定の趣旨など�

�

目的、基本理念、責務など�総 則（第１章）�

男女共同参画の推進に関する基本的施策（第２章）�

男女共同参画を阻害する行為の禁止等（第３章）�

男女共同参画の推進�

審議会（第４章）�

県職員採用Ⅰ種
時 6月23日
場向陽高校（和歌山市）、田辺
高校（田辺市）
試験区分・採用予定人数 一般
行政職＝30人程度、土木職＝
10人程度、建築職＝2人程度、
機械職＝1人程度、農学職＝5人
程度、農業工学職＝3人程度、
林学職＝1人程度、水産職＝1
人程度、学校事務職＝2人程度、
警察事務職＝6人程度、獣医
師＝4人程度、薬剤師＝2人程度、
社会福祉＝2人程度
受験資格 ①～③のいずれかに
該当する方

①昭和48年4月2日～昭和56年
4月1日に生まれた方
②昭和56年4月2日以降に生まれ
た方で学校教育法による大学（短
期大学を除く）の卒業者か平成15
年3月末日までに卒業見込みの方
③人事委員会が②に該当する人
と同等の資格があると認める方
※農学職は農業改良普及員の資
格取得者か平成15年3月末日ま
でに取得見込みの方
※獣医師及び薬剤師は免許取得
者か来春実施の国家試験により
取得見込みの方
※社会福祉は社会福祉主事等の
任用資格を有する方か平成15年
3月末日までに取得見込みの方
※詳しくは問い合わせ先まで
※一般行政職は点字試験あり

申込書配布 県人事委員会事務
局、県パスポートセンター、各
振興局県民行政部総務課、海草
振興局建設部海南工事事務所、
県東京事務所、県大阪観光セン
ター、各警察署等
受付 郵送＝5月10～24日、持
参＝5月20～24日に県人事委員
会事務局
問県人事委員会事務局

大学入学資格検定
年2回実施
時①8月1・2日
②11月16・17日

場青陵高校（和歌山市）
願書受付 ①5月20～31日
②9月13～27日
問県教育委員会学校教育課

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金土 日 土 日月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火6月�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

31
金�月 火5月�

試  験�

和歌山県名匠表彰は、伝統ある貴重な工芸品または生活用品

の製作などの技能を持ち、地域社会において技術文化の向上発

展に功績のある方に贈られます。

ヘラ竿づくり 城　純一 さん（橋本市）

ヘラ竿づくりの伝統技法を守りつつ、独自の技法を考
案・発展させた作品は、独自のデザインを取り入れて芸
術性にも優れ、高い評価を得ています。

４
月
６
日

木
村
知
事

は
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
事
前
視

察
と
友
好
親
善
の
た
め
来
県

し
た
サ
ッ
カ
ー
の
デ
ン
マ
ー

ク
元
代
表
チ
ー
ム
団
長
の
エ

ブ
ド
ロ
ッ
プ
さ
ん
や
、
現
代
表
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
で
あ
り

国
民
的
ス
タ
ー
選
手
だ
っ
た
ラ
ウ
ド
ル
ッ
プ
さ
ん
ら
と
、

県
広
報
テ
レ
ビ
番
組
収
録
の
中
で
対
談
し
ま
し
た
。

知
事
が
、「
キ
ャ
ン
プ
を
き
っ
か
け
に
デ
ン
マ
ー
ク
と
和

歌
山
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
た
い
で
す
ね
。」
と
話
す
と
、

エ
ブ
ド
ロ
ッ
プ
団
長
は
「
キ
ャ
ン
プ
中
は
、
代
表
チ
ー
ム

の
記
事
が
連
日
新
聞
の
１
面
を
飾
り
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク

人
に
も
和
歌
山
が
身
近
に
な
り

ま
す
よ
。」
と
笑
顔
で
答
え

ま
し
た
。
ま
た
、
知
事

が
「
県
民
み
ん
な
で

応
援
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

会
で
は
、
ぜ
ひ
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
エ
ー
ル

を
送
る
と
、
ラ
ウ
ド

ル
ッ
プ
さ
ん
は
「
韓

国
で
の
予
選
を
突
破

し
て
、
必
ず
和
歌
山
に

戻
っ
て
き
ま
す
。」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

道路交通法が6月1日から一部改正されます
・飲酒運転等悪質・危険運転の罰則が大幅に強化
・運転免許の更新期間が2カ月に延長（誕生日の前後1ヵ月の期間）
・高齢者マーク、高齢者講習対象年齢が75歳から70歳に引下げ
・酒気帯び運転のアルコール濃度の基準が呼気１リットル中0.25ミ
リグラムから0.15ミリグラムに引下げ

自動車運転代行業法が6月1日から施行されます
自動車運転代行業を経営する者は、公安委員会の認定が必要になります

問 県警察本部交通企画課 t073（473）0110

県名匠表彰　受  賞�

問 県庁文化国際課

1万個のドミノに挑戦�
時 6月8～9日（1泊2日）�
場 紀北青少年の家�
対 県内在住の小学４年～高校生�
定 30人　抽�
費 3,000～3,110円�
申 5月24日までに会場�

カヌー教室�
時 6月22～23日（1泊2日）�
場 紀北青少年の家�
対 高校生以上　20人　抽�
費 8,000～8,460円�
申 6月8日までに会場�

スキューバ入門（プール講習）�
時 6月15～16日（1泊2日）�
場 白崎青少年の家�
対 中学生以上　20人　抽�
費 12,200～12,770円�
申 6月4日までに会場�

申込方法�
電話又はハガキ、FAXに住所、氏名
（「ドミノに挑戦」は保護者名も）、
年齢、電話番号を記入し各会場�

申込先・問　�
紀北青少年の家 〒649－7112 かつらぎ町中飯降1317－3�
　　　　　　　 t0736（22）5530、FAX0736（22）5531�
白崎青少年の家  〒649－1123 由良町大引961－1�
　　　　　　　 t0738（65）2351、FAX0738（65）2352



吉
野
熊
野�

食
と
歴
史
の
探
訪�

も
っ
と
知
っ
て
、お
い
し
い
文
化�

県立森林公園「根来山 げんきの森」が�

5月25日に一部オープン�

wakayama�岩出町�

人が育て
る森 人

を育てる
森�

根来山げんきの森�

緑花センター�

根来寺�

紀の川�

JR和歌山線�

和歌山I.C
至海南�至貴志川�至御坊�

岩出�

紀伊�

県
道
泉
佐
野
打
田
線�

県
道
泉
佐
野
岩
出
線�

阪
和
線�

阪
和
自
動
車
道�

和
歌
山�

2424

県道粉河加太線�

　子どもから高齢者、車イスを利用して
いる人も、みんなが森林浴を楽しめるよ
う、勾配や段差のない森林散策路を整備
した森林公園が一部オープンします。

散策や景色を楽しむだけでなく、自然観
察会やネイチャーゲームなども定期的
に開催していきます。また、学校などグ
ループでの利用もできます。�
問い合わせ　�
県庁森林整備課t073（441）2973�

osaka�大阪市�

　
吉
野
熊
野
地
域
の
食
文
化
と
歴
史
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
県
境
を
接
す
る
三
重
・
奈
良

・
和
歌
山
の
３
県
が
協
力
し
て
大
阪
市
で
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
近
畿
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

会
場
は
満
員
。
ト
ー
ク
で
は
、
タ
レ
ン
ト
阿
藤

快
さ
ん
の
軽
快
な
語
り
口
に
笑
い
が
わ
き
起
こ

り
、
め
は
り
ず
し
・
さ
ん
ま
ず
し
・
柿
の
葉
ず

し
を
試
食
し
な
が
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
吉

野
熊
野
の
食
文
化
に
詳
し
い
専
門
家
４
人
が
、歴

史
が
育
ん
で

き
た
暮
ら
し

の
知
恵
や
工

夫
に
つ
い
て

話
し
、大
変
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。�

こうばい�

8平成14年（2002年）5月1日�

米国フロリダ州ファースト
レディプロジェクト交流絵
画展（和歌山市）

催　し�
県植物公園緑花センター t0736（62）4029�
■花と緑の切手展　 5月18～19日�

■サツキ花季盆栽展　 5月24～26日�

■薬草の知識と利用※　 5月26日�

■野の花と遊ぼう※　 6月1日�

■野の花と遊ぼう作品展　 6月2日 

■写生展　 6月8日～7月7日�

■古典植物展　 6月8～9日�

※事前申込必要�

県立紀伊風土記の丘　 t073（471）6123�
■企画展「わかやまの民俗－紀ノ川の二毛作－」�

　  9月16日まで�

■草木染めに挑戦※   5月26日・6月9日�

草木で染め、古代の方法で編んだり、織ったりします。�

※事前申込必要�

片男波公園万葉館　 t073（446）5553�
■企画展�

　「万葉植物水彩画展（春～夏）」�

　5月16日～7月14日�

�

�

�

�

■植物水彩画教室　�

6月27日、7月25日、8月29日　13時30分～�

費用 10，500円（全3回、画材・花代込み）�

申込 5月31日までに電話予約（先着15人） 

お気軽にどうぞ�
 交通事故相談 t073（441）2359�
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局t0735（22）
8551は水曜日を除く）�

場所／県庁交通事故相談所、東牟婁振興局�

【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　5月20日、

6月10日　受付／13～14時　●東牟婁振興局　5月

17日、6月7日　受付／正午まで　（電話予約必要）�

【巡回相談】●伊都振興局　5月22日　●西牟婁振興局

6月12日　受付／11～15時�

 県民相談 t073（441）2356�
【常設相談】月～金曜日　場所／県庁県民相談室�

【弁護士による相談】①5月21日②5月31日③6月11日

場所／県庁県民相談室　電話予約受付／①5月13日～

②5月22日～　③6月3日～　（各先着16人）�

【移動相談】①5月16日 新宮市・人権教育センター　�

②5月28日 有田市・砂浜会館　③6月4日 龍神村役場�

電話予約／①東牟婁振興局t0735（21）9605　�
②有田振興局t 0737（64）1255　③日高振興局
t0738（24）2936　（各先着10人）�

 高齢者相談 t073（435）5212

【常設相談】月～金曜日　�

【専門相談】医療、リハビリ、保険・年金、税金、栄養、住宅、

法律、健康　※日時はお問い合せください�

【弁護士による相談】5月17日　電話予約必要�

場所／県高齢者総合相談センター（和歌山ビッグ愛7階）�

ひとり親家庭相談 �
【常設相談】月～金曜日　場所／各振興局健康推進課�

【弁護士による相談】最寄りの振興局健康推進課へお問

い合わせください�

【問い合わせ】　�

海草t073（482）0600 那賀t0736（61）0049
伊都t0736（42）5440 有田t0737（64）1294
日高t0738（22）3481 西牟婁t0739（26）7933
東牟婁t0735（21）9629 古座支所t0735（72）0136

�

水伝ふ　磯の浦廻の　石上つつじ�

茂く開く道を　また見なむかも�

（万葉集）�
ツツジ�

熊
野
地
方
を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
ほ
ん
ま
も
ん
』。
本
県
の
文
化
や
料
理
、
自
然
を
「
ほ

ん
ま
も
ん
」
の
魅
力
と
し
て
全
国
に
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
県
で
は
、
こ

の
番
組
に
対
し
て
こ
の
ほ
ど
設
け
た
「
和
歌
山
ほ
ん

ま
も
ん
大
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

東
京
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
知
事
か
ら
ヒ
ロ

イ
ン
の
夫
役
を
務
め
た
俳
優
海
東
健
さ
ん
に
紀
州
材
で

作
っ
た
特
製
の
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
場

で
、
本
宮
町
が
ロ
ケ
地
の
町
有
林
を
番
組
を
記
念
し
「
木

葉
の
森
」
と
名
付
け
て
整
備
・

保
存
し
て
い
く
こ
と
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

歓
談
で
は
、
ロ
ケ
時
に
味
わ
っ
た
和
歌
山
の
料
理
や
温

泉
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ま
た
一
方
、
当
日
は
全
国
の
食
の
祭
典
も
行
わ
れ
て

い
て
、
和
歌
山
県
は
、
出
展
ブ
ー
ス
を
番
組
の
中
で
は

幻
に
終
わ
っ
た
「
山
中
三
号
店
」
と
名
付
け
、
県
産
品

を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
和
歌
山
か
ら
持
ち
込

ん
だ
ス
ギ
材
や
ヒ
ノ
キ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
山

中
三
号
店
」
は
、
全
国
の
ど
の
ブ
ー
ス
よ
り
も
注
目
を

集
め
大
盛
況
で
し
た
。

子育て特集の取材ですさみ町に出かけた時のこ
と。すごい豪雨に緊張しながら車を運転して行っ
たため、無事たどり着いた時もまだ顔が強ばった

まま。ところが迎えてくださった皆さんが明るくて親切、こ
ちらまで楽しい気分になり、おかげで取材も順調に進みまし
た。今回に限らず、県内各地で快く取材に応じてくださる皆
さんに助けていただいたことは数知れず。まさに皆さんあっ
ての「県民の友」。これからもよろしくお願いします。（香）

県民の友
点字版・声の県民の友
県では、視覚に障害がある人の
ために点字版とカセットテープ
版の「県民の友」を制作してい
ます。ご希望の方に郵送します。
申込・問い合わせ
県庁広報室t073（441）2032

消費者月間フェア
場所　和歌山県経済センター(和歌山市)

○記念講演(無料)
13:30～15:30

辻 啓介氏（姫路工業大学教授）

「知っておきたい消費者知識　

－21世紀の食の安全性について－」

○弁護士相談(無料)
※県消費生活センター（t073（433）
1551）へ事前予約必要

10:00～12:00、13:00～15:00

10:00～16:00

○商品テスト体験
清涼飲料水の糖度、食用油劣化度等

○インターネット体験
○生活設計診断
あなたの生活設計をパソコンで診断

問い合わせ
県庁県民生活課 t073(441)2342

e-search（イーサーチ）とは、県警から皆
さんの携帯電話へ送信する事件事故等の情
報に関して、何らかの情報をお持ちの方か
ら通報していただくシステムです。
対象 県内在住・在勤の電子メール機能
付き携帯電話を持つ18歳以上の人

※県警から送信する情報の受信料は各
自負担になります
申込書配布 最寄りの警察署、交番、駐
在所、県警ホームページ
問い合わせ 県警情報管理課
t073（473）0110（内線460）


